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2022年 8 月（第 1 版）                                           届出番号：4動薬第 1104 号 
 

機械器具（５１）医療用嘴管及び体液誘導管 

一般用医療機器  単回使用泌尿器用チューブ及びカテーテル 

コンファ 猫の導尿カテーテル 
再使用禁止 

 

【警告】 

１． 使用方法 

カテーテルの挿入の前に、カテーテルに潤滑ゼリーを塗布し

てからカテーテルを尿道へ挿入すること。[組織、尿道粘膜の

損傷の恐れがある。] 

 

【禁忌・禁止】 

１． 再滅菌禁止 

２． 再使用禁止（他の患畜に対して） 

３． カテーテルを尿道へ挿入する際、高度な狭窄や抵抗がある

場合、無理にカテーテルを挿入しないこと。[カテーテルに

よる尿道損傷や突き刺しが想定される。] 

４． カテーテルチューブ部分を鉗子やピンセットで挟まないこ

と。[カテーテルが損傷、キンクやつぶれ、破断する可能性

がある。また、内腔が閉塞して送液や導尿できなくなる可

能性がある。] 

 

【形状、構造及び原理等】 

◼ 構成 

本製品はエチレンオキサイドガス滅菌済みである。 

 

◼ 形状、構造 

 カテーテル材質： 

 カテーテルシャフト：ポリウレタン 

 コネクタ：ABS 樹脂 

 固定板：ABS 樹脂 

 カテーテルカバー：ポリ塩化ビニル 

 

◼ 原理 

カテーテルを経皮的に外尿道口へ挿入することで、尿は先

端孔・側孔から内腔を通り、コネクタより排出される。 

 

【使用目的又は効果】 

尿道又は膀胱に留置され、導尿に使用する。 

 

【使用方法等】 

１． 一般的使用方法  

実際の臨床使用に際しては、獣医師各位の経験に基づき、手 

 

順の追加、変更が必要である。また、カテーテルの形状や特

性を理解して安全に使用するために、猫の泌尿器モデルや疑

似尿道チューブ等を用いてカテーテル手技のトレーニング

を事前に行うことが望ましい。 

 

◼ カテーテル挿入方法 

① 尿道の内径や膀胱までの距離に応じて、適正サイズの

カテーテルを選択する。 

② 外尿道口、外陰部を消毒する。 

③ 本品を衛生的に開封し、カテーテルに破損等がないこ

とを確認する。 

④ カテーテルに潤滑剤を塗布する。 

⑤ カテーテルを無菌下にて尿道へ慎重に挿入する。 

⑥ コネクタから尿が排出される。 

⑦ 排出した尿を容器で受ける。 

⑧ 院内の診療方法に基づいて、カテーテルを留置する。 

⑨ カテーテルを抜去する場合は、慎重にカテーテルを引

き抜く。 

⑩ 使用した器具類は、安全に廃棄する。 

  

２． 使用方法に関連する使用上の注意 

① 使用前に本品の外観の目視検査を必ず行うこと。 

② 目視による外観検査で、カテーテルシャフトの損傷やキ

ンク、つぶれ等の異常が認められた製品は使用しないこ

と。 

③ 包装を開封したら、すぐに使用すること。 

④ カテーテルを皮膚に固定する場合は、カテーテルのシャ

フト部分を糸で直接固定しないこと。[閉塞や断裂の可

能性がある。] 

⑤ カテーテル留置の際、尿の流出を確認した後、十分な長

さの挿入を行ってから留置すること。尿の流出が確認で

きないときは、コネクタから滅菌生理食塩水を獣医師の

判断で適量注入し、コネクタを開放すると直ちに滅菌生

理食塩水が排出されることを確認する。または、時間を

置き、尿の流出を確認すること。 

⑥ コネクタにチューブ等を接続する場合は、確実に嵌合す

るものを接続すること。また、使用開始後は接続部の漏

れや緩みがないか適宜確認し、確実に接続された状態で

使用すること。 

 

【使用上の注意】 

１． 使用注意（次の患畜には慎重に使用して下さい） 

尿道が当該カテーテルを挿入できないくらい高度に狭窄し

た病態[尿道の高度狭窄によってカテーテルが不通であり、

カテーテルの無理な挿入による尿道損傷や穿孔の可能性が

ある。] 

 

２． 重要な基本的注意 

① 本品に改造を加えないこと。[カテーテルの切断等を引

き起こす恐れがある。] 

② 刃物、鉗子、針等による傷には十分注意し、傷が生じて

いる（生じた）場合は使用しない。 

③ 滅菌袋を開封した後、何らかの理由で使用しない場合は

廃棄すること。 

④ 尿成分及び結石等により、カテーテル内腔が閉塞する場
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合があるので、確実にカテーテルの内腔からコネクタへ

尿が排出されていることを確認すること。 

⑤ 本品を使用する前に、各部に異常がないか確認すること。 

⑥ 無理な挿入及び抜去をせず、挿入困難な場合は使用を中

止し、適切な処置を行うこと。[組織を損傷させる恐れが

ある。] 

⑦ 異常が認められた時は、速やかに使用を中止し、適切な

処置を行うこと。 

⑧ 使用にあたっては、無理に引っ張ったり折ったりせず、

注意深く丁寧に取り扱うこと。 

⑨ 本品を強酸、強塩基に類する薬剤及び有機系溶剤にさら

さないこと。 

⑩ 万一、包装が破損している場合や製品に破損等の異常が

認められる場合は使用しないこと。 

⑪ 本品を使用し、尿道内へ薬液を注入する場合は、獣医師

の責任下において適正な薬液を選択すること。また、薬

液の添付文書等を参照し、カテーテルの腐食や離断等が

ないようにすること。 

 

３． 不具合・有害事象 

(1) その他の不具合 

① カテーテルの閉塞 

カテーテルの内腔が尿成分の付着や血塊等により、閉

塞することがある。 

② カテーテルの切断 

・ [下記のような原因による切断]挿入時の取り扱いに

よる傷（ピンセット、はさみ、鉗子、メス、その他の

器具での損傷） 

・ 尿路の結石による傷 

・ 自己（事故）抜去等の製品への急激な負荷 

・ その他上記事象などが複合的に起こる場合 

(2) 有害事象 

本品の使用により、以下の有害事象が発生する恐れがある。 

 尿路感染症 

 菌血症 

 尿道損傷 

 尿路結石 

 血尿（出血） 

 発熱 

 疼痛 

 潰瘍化、穿孔 

 カテーテルの脇からの尿漏れ 

 カテーテル抜去後の尿失禁 

 カテーテル周囲の尿道浮腫、潰瘍 

 カテーテルの切断に伴う体内遺残 

【保管方法及び有効期間等】 

(1) 貯蔵・保管方法 

水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿、殺菌灯等の紫

外線を避けて清潔な状態で保管すること。 

(2) 有効期間 

適正な保管方法が保たれた場合、製品ラベルに記載した

使用期限を参照のこと。［自己認証による。］ 

【包装】 

5 本/箱 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者  

 

愛知県名古屋市西区笠取町 3-415 

TEL 052-522-5226 

 


